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・JRC：行政執行機関である欧州委員会のシンクタンク
・EPRS：意思決定を担う欧州議会のシンクタンク
・SAPEA：Horizon Europeの支援のもとで、欧州の科学アカデミーの
ネットワークが欧州委員会の科学的助言メカニズムの一翼を担っている
・ERAC：欧州研究圏(ERA)内の研究・イノベーション (R&I) に関連す
るトピックに関するEUの戦略政策諮問委員会
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EUにおけるSTI政策の推進
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図：EUの政策決定に関わる主要機関とその関係
（出典）駐日欧州連合代表部ウェブサイト（europe magazine：https://eumag.jp/）をもとに未来工学研究所作成

ITRE（産業・研究・エネルギー委員会）
EPRS（欧州議会研究サービス）
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ERAC（欧州研究圏・イノベーション
委員会）
欧州の研究政策をめぐる問題に関する
EU理事会、欧州委員会、および加盟国
の諮問機関。EU理事会が事務局

議会の常設行政内
の総局として設立

JRC（共同研究センター）
欧州委員会の総局の一つ。EUの政策に独立した科学的
アドバイスと支援を提供するために、科学者を雇用して
研究を実施する欧州委員会の科学および知識サービス

https://eumag.jp/
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EUにおけるシンクタンク機能
（１）Joint Research Centre (JRC)
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共同研究センター

JRCのウェブページ：https://joint-research-centre.ec.europa.eu/index_en

https://joint-research-centre.ec.europa.eu/index_en


共同研究センター（JRC)

• 欧州委員会を構成する総局の1つであり、委員会内の科学に関するサービスとして、全体の政策サ
イクルを通じて、独立した、エビデンスに基づいた科学的·技術的支援を伴うEUの政策を提供する
ことをミッションとしている。

• JRCの科学・知識活動は33のポートフォリオで活動を整理しており、気候中立性（Climate 
neutrality）やサイバーセキュリティ、デジタル移行（Digital transition）、エネルギーソリュー
ション、持続可能な材料（Sustainable materials）などがある。

• Horizon Europeなど3つのプログラムより約6億ユーロ、サードパーティとの契約より約1.3億
ユーロの予算を得ている。※JRCは、欧州委員会の業務支援や、産業界や地方自治体などのサード
パーティからの業務受託を通じて収入を得ている。2,700人を超えるスタッフ（うち研究に従事す
る者は約7割）を有する。組織としては11の部局から構成される。（2024年3月現在）
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部局 所掌分野

A局 戦略及びインパクト

B局 公正で持続可能な経済

C局 エネルギー、モビリティ、気候

D局 持続可能なリソース

E局 宇宙、セキュリティ、移民

F局 健康および食料

G局 原子力安全およびセキュリティ

J局 原子力の廃止措置と廃棄物管理

S局 科学におけるイノベーションと政策立案

T局 デジタルトランスフォーメーションおよびデータ

R局 サポートサービス

（出典）Joint Research Centre: https://commission.europa.eu/about-european-commission/departments-and-
executive-agencies/joint-research-centre_en
Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：戦略的フォーサイト（Strategic Foresight）

• JRCの2023年における「政策のための科学」報告書「公正で持続可能な欧州2050年に
向けて：持続可能性の移行における社会的・経済的選択（Towards a fair and 
sustainable Europe 2050: Social and economic choices in sustainability 
transitions）」では、2050年のカーボンニュートラルなEUの姿を4つのシナリオで描い
ている。

• これらのシナリオは、トレードオフと相乗効果に光を当て、これからの選択に対する貴
重な洞察を提供し、政策立案者が弾力的で将来を見据えた戦略を設計する助けとなる。

• 欧州委員会が毎年発行している「戦略的フォーサイト報告書」は、欧州委員会の作業計
画や複数年にわたる計画策定に情報を提供するもので、JRCの「政策のための科学報告
書」を大いに活用している。

• 2023年におけるJRCのもう一つの重要な貢献は、欧州議会との緊密なパートナーシップ
の下、毎年開催される欧州戦略・政策分析システム（ESPAS）戦略的フォーサイト会議
の開催において主導的な役割を果たしたことである。

• JRCが議長を務めたESPAS会議は、参加者数5,000人以上という傑出した数字を記録し、
政策立案におけるフォーサイトの重要性を浮き彫りにした。ベルギーのHadja Lahbib外
務大臣やドイツのAnna Lührmann欧州・気候担当大臣といったハイレベルの講演者が、
それぞれの国で行われているフォーサイトの実践的な応用について説明した。同会議は、
将来に向けての欧州の戦略的選択について議論する絶好の場となり、「2024年ESPAS
世界動向報告書（ESPAS Global Trends Report）」の作成に役立てられた。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：戦略的フォーサイト（Strategic Foresight）

• 2023年12月に開催された競争力閣僚理事会（The Competitiveness Ministerial 
Council meeting）では、27カ国の研究担当大臣が「市民生活の向上と民主主義の強化
のための公共政策プロセスにおける科学（Science in the public policy process to 
improve the lives of citizens and strengthen democracy）」に関する結論を採
択し、2023年の重要なマイルストーンとなった。

• これは、JRCのような組織が、加盟国レベルで科学が政策に情報を提供する必要性を政治
的に認識した重要なものであり、2022年にこのテーマに関するスタッフ作業文書を作成
するなど、近年のJRCの一連の活動の成果であった。

• 例えば、スペインのEU議長国であるダイアナ・モラント科学・イノベーション大臣が開
催した「Science for policy in Spain」や、JRCの行政能力開発に関する多国間改革プロ
ジェクトが挙げられる。

• このプロジェクトは、構造改革支援（REFORM）総局の技術支援制度により資金提供さ
れ、JRCとOECDが共同で実施し、オランダを含むEU加盟7カ国が参加している。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：国際的パートナーシップ

• 国際的なパートナーシップは、国境を越えた革新的なソリューションへの道を開きく。
JRCは、EU加盟国、地域・地方公共団体、学界、世界の主要な国内研究機関などと、活
気あるパートナーシップのエコシステムを構築してきた。2023年は、JRCの国連との協
力関係の強化に加え、特に米国、日本、ウクライナ、西バルカン諸国との重要な協力関
係の成果が顕著であった。

• 主要分野における世界各国との200を超える業務協力協定（operational cooperation 
agreements）

＜米国との電気モビリティ普及を支援＞

• JRCと米国エネルギー省アルゴンヌ国立研究所は、10年以上にわたる共同研究を基に、
2023年に一連の大西洋横断技術勧告を発表した。この勧告は、電気エネルギー・グリッ
ドに対するe-モビリティの普及の影響を考慮しつつ、電気自動車の充電インフラを将来
の課題に適合させることを目的としている。EU-米国貿易技術評議会（Trade and 
Technology Council: TTC）の下で発表されたこのガイダンスは、調和された基準を設
定し、貿易障壁を撤廃するのに役立つと同時に、再生可能エネルギーの統合、電力網の
安定性の確保、道路交通のグリーン化に貢献するものである。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：国際的パートナーシップ

＜日本とのフォーサイトに関する新たな協力関係＞

• 2023年には、JRCと日本の科学技術政策研究所（NISTEP）がフォーサイトの分野にお
ける研究枠組み協定に調印した。この新たな協力は、ブリュッセルで開催された日・EU
首脳協議の成果物の中に含まれていた。

• 2023年7月13日にブリュッセルで開催された日・EU定期首脳協議の成果物に含まれてい
るこの新たな協力関係は、変化がますます急速に進み、複雑さと不確実性が増大する時
代にあって、グローバルな問題に対する共通の見解をさらに強化するために重要である。

＜学術フェローシップを通じたウクライナとの関係強化＞

• 2023年、ロシアの侵略によって引き起こされた戦争にもかかわらず、JRCとウクライナ
の長年のパートナーシップは深まった。その中で特に注目すべきは、JRCが欧州大学研究
所（European University Institute: EUI）と設立した共同フェローシップ・イニシ
アチブであり、ウクライナの科学者の政策能力を支援するものである。

9

（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：国際的パートナーシップ

＜西バルカン諸国におけるグリーン・スキル開発の促進＞

• 2023年においても、JRCと西バルカン諸国との長年にわたる協力関係は継続され、特に
欧州グリーン・ディールの支援において、政策立案者、科学者、学術界、その他すべて
の関連するステークホルダーとの交流が行われた。この目的のため、JRCは「大気・土
壌・水質汚染の評価（Evaluation of air, soil and water pollution）」をテーマとす
るサマースクールを開催し、西バルカン諸国からの上級学生や若手科学者の参加を得て
成功を収めた。

＜世界の主要優先課題に関して国連を支援＞

• JRCは、幅広い分野で国連と積極的に協力している。2023年に向けて特筆すべきは、
ニューヨークで開催される国連2023年水会議（the UN 2023 Water Conference）での
「水の散歩道（the Walk of water）」プロジェクトと展示会の共同開催につながった水
科学に関するユネスコとの協力と、2024年の国連未来サミットを視野に入れたフォーサ
イトの分野における国連環境計画（UNEP）との協力である。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.



JRC:重要な原材料（Critical raw materials）

• グリーンとデジタルの移行には、重要な原材料が不可欠である。移行目標を達成するた
めに必要なこれらの貴重な資源の需要は、今後数年間で飛躍的に増加すると予想されて
いる。しかし、EUはその多くを第三国に強く依存している。

• 重要原材料法（The Critical Raw Materials Act：以下、CRM法）は、JRCのフォー
サイト報告書や原材料情報システム（Raw Materials Information System：
RMIS）を含む多くの情報源から提供された、独立したデータと科学的証拠に強く裏打ち
されている。この法律によって、欧州は開かれた経済的・地政学的主権へと向かう道筋
をつけた。

＜初期の段階から政策を形成＞

• JRCは、真に学際的なアプローチで様々な能力、業務、政策を結集することにより、
2022年にはすでに欧州委員会の最高レベルで発表された科学・政策ブリーフィングを通
じて、このテーマに関する重要な事実についての認識を高める上で極めて効果的であっ
た。この協力は、非常に早い段階から欧州委員会の意思決定に明確な影響を与え、JRCの
調査結果は、重要原材料（CRM）法が発表されたフォン・デア・ライエン大統領の一般
教書演説で直接引用されるに至った。

• 2023年に提案されたCRM法は、国内能力の開発を支援し、サプライチェーンの弾力性を
強化し、EUにおける重要原材料の循環性を強化するための規制枠組みを定めるものであ
る。この法律は、ニコラ・ビール欧州議会議員が欧州議会の報告者として重要な役割を
果たし、記録的な速さ（わずか8ヶ月）で共同立法者によって合意された。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC:重要な原材料（Critical raw materials）

＜科学的根拠に裏打ちされた行為＞

• JRCと域内市場・産業・起業・中小企業総局（DG GROW）が共同で作成した報告書
「EUにおける戦略的技術・分野におけるサプライチェーン分析と材料需要予測-フォーサ
イト調査（Supply chain analysis and material demand forecast in strategic 
technologies and sectors in the EU – a foresight study）」は、2023年のCRM
法とともに発表された。

• フォーサイト報告書は、CRM法の基礎となる科学的根拠を提供し、提案の形成に貢献し
た。この報告書は、「戦略的原材料（strategic raw material）」という概念と、それ
が包含する原材料のリストの確立に貢献し、CRM法の適用範囲を定義するのに役立った。

• 同法は、グリーンおよびデジタル移行を達成するために不可欠な15の重要技術のサプラ
イチェーンを分析し、EUの防衛および宇宙アジェンダについても分析した。

• ボトルネックを特定するための将来を見据えた基礎を提供し、依存関係に起因するサプ
ライチェーンの弱い部分を発見し、EUおよび他の世界経済地域における2050年までの
主要分野における原材料の将来的な必要性を強調した。
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JRC:重要な原材料（Critical raw materials）

＜需給を追跡するオンラインツールを提供＞

• JRCの原材料情報システム（RMIS）もまた、同法の構築と発展において重要な役割を果
たした。もともと2015年にGROW総局と共同で構築されたRMISは、欧州の潜在的な供
給途絶リスクを分野別・技術別に特定・管理するのに役立っている。

• RMISは、採掘または収穫される原材料やリサイクルから得られる原材料など、特定の原
材料に関する知識を提供する。また、これらの原材料のサプライチェーンやバリュー
チェーン、関係国、様々なセクターや技術における使用に関する情報も提供している。

• これらの情報は、EUの各加盟国だけでなく、例えばアフリカを含む非EU加盟国の国別プ
ロフィールや、EU原材料パートナーシップを支援するための貿易に関する広範なリンク
データにまとめられている。

• EUが競争力を維持し、2050年までに気候変動に左右されないEUを目指す中、重要な原
材料の調査におけるJRCの欧州委員会への支援は、EUにとって戦略的な重要性を増して
いくだろう。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：デジタル時代の偽情報への対応

• 偽情報（disinformation）は、民主主義のプロセス、情報の生態系、そして公論に重大
なリスクをもたらす。デジタル化が進むにつれ、偽情報の監視と対策はますます重要に
なっている。過去3年間、JRCは欧州社会が直面する「インフォデミック
（infodemic）」の分析において極めて重要な役割を果たしてきた。

• 2020年以降、100万件以上のテキストを分析し、ナラティブを追跡し、民主主義を守る
手助けをしている。

＜偽情報の脅威の特定に貢献＞

• 偽情報とは、公衆を欺き、危害をもたらすために流布される、検証可能な虚偽または誤
解を招く情報を指し、「誤報（misinformation）」は意図性を欠く。このような問題に
効果的に対処するためには、EUはオンライン上の動きについて率直な意見を述べ、潜在
的な誤報や偽情報の脅威に迅速に対応し、欧州市民のために弾力的な情報環境を育成す
る必要がある。

14
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JRC：デジタル時代の偽情報への対応

＜ナラティブを追跡するためにデータを分析＞

• 特にCOVID-19の偽情報に対抗するため、JRCは最先端のAI技術を用いて大量のデータ
を迅速に分析した。

• 2020年2月以来、JRCは多言語クラスタリング、機械学習、自然言語処理などの手法を
用いて100万以上のテキスト項目を分析し、COVID-19偽情報をめぐるナラティブの階
層を特定した。

• そして、これらのナラティブのいずれかを推す新しい記事が自動的に検出され、特定の
ナラティブの使用が増加し、対応が必要な場合があることを示す。この分析により、時
系列や国ごとの傾向を特定することもできる。例えば、監禁規制や権威主義を批判する
ナラティブが、パンデミックの後期にワクチン関連のナラティブに取って代わられたよ
うに。

＜民主主義を守るために外国からの干渉を監視する＞

• 民主主義を守る努力の一環として、JRCは世界の民主主義を脅かす外国の影響力行使に関
連する偽情報も監視している。2024年のEU選挙に向けて偽情報への警戒を怠らないこ
とは、情報環境の健全性を維持し、民主主義の価値を守るために不可欠であり、そのた
めにJRCはEU機関の強力なパートナーであり続ける。
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（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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JRC：デジタル時代の偽情報への対応

＜気候変動から選挙まで、トピックの範囲を拡大＞

• コンピューター科学者、ソフトウェア開発者、アナリスト、ジャーナリストからなる専
門チームにより、JRCは伝統的なメディアからソーシャルメディア・プラットフォーム、
フリンジ・ウェブサイトまで、様々な情報源をモニターすることができる。

• この分析は、政策対応やコミュニケーション・キャンペーンの形成に役立っている。
COVID-19だけでなく、JRCの分析は気候変動、移民、紛争、選挙プロセスなど幅広い
テーマをカバーしている。

• 選挙の完全性を高めることは、特に複数の選挙が同時に行われることで脆弱性が増す時
期には、依然として最も重要である。そのため、JRCはコミュニケーション総局
（COMM）や欧州議会と緊密に協力しながら、関連するナラティブを追跡調査している。

16

（出典）Joint Research Centre: 2023 Highlights Report - Focus on impact, 2024
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• 2018年に共同研究センター（JRC)によって開始。

• エビデンスに基づいた政策立案のためのEU欧州委員会のプラット
フォーム。

• 目標は、欧州中の科学者から政策立案者に政策に関するエビデンスを
集めることによって、科学と政策のギャップを埋めること。

• 欧州委員会の科学者からなる 19チームによって作成および厳選された、
高品質で関連性が高く、科学的に堅牢な知識。

• 政策立案者向けに特別に作成および調整されたコンテンツとインター
フェース。

• 政策を通知するための相互接続された知識の単一データベース。

• 科学者と政策立案者が協力して科学知識を公共政策等に移すオンライ
ン コミュニティ（構築中）。

17Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.
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（出典）Supporting policy with scientific evidence
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/home_en

2019年～2024年の
欧州委員会の6つの

優先課題

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/home_en
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（出典）AI Watch - Topics
https://ai-watch.ec.europa.eu/topics_en

https://ai-watch.ec.europa.eu/topics_en
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（出典）Competence Centre on Composite Indicators and Scoreboards
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/composite-indicators_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/composite-indicators_en
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（出典）Competence Centre on Composite Indicators and Scoreboards
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/composite-indicators_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/composite-indicators_en
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（出典）Composite Indicators & Scoreboards Explorer
https://composite-indicators.jrc.ec.europa.eu/explorer

https://composite-indicators.jrc.ec.europa.eu/explorer
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（出典）Competence Centre on Composite Indicators and Scoreboards
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/composite-indicators/projects_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/composite-indicators/projects_en
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（出典）Evidence-Informed Policy Making
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en
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（出典）Evidence-Informed Policy Making
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en
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（出典）Evidence-Informed Policy Making
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en
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（出典）Evidence-Informed Policy Making
https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/evidence-informed-policy-making_en
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Science for Policy Handbook, 2020
https://www.sciencedirect.com/book/9780128225967/science-for-policy-handbook

〇Section I: Science for Policy 1.0: Deficit Model
Chapter 1 - Against the Science–Policy Binary Separation: Science for Policy 1.0
Chapter 2 - Post-Normal Science: How Does It Resonate With the World of 
Today?

〇Section II: Science for Policy 2.0: Co-creation
Chapter 3 - Institutional Framework for the Science–Policy Interaction
Chapter 4 - Skills for Co-creation
Chapter 5 - Achieving Policy Impact
Chapter 6 - From a Policy Problem to a Research Question: Getting It Right 
Together
Chapter 7 - Working Through Communities
Chapter 8 - Engaging With Citizens
Chapter 9 - The Big Data and Artificial Intelligence: Opportunities and Challenges 
to Modernise the Policy Cycle
Chapter 10 - Navigating Interests in a Science for Policy Environment

〇Section III: Backbone tools of Science for Policy 2.0
Chapter 11 - Complexity Science in the Context of Policymaking
Chapter 12 - Foresight – Using Science and Evidence to Anticipate and Shape the 
Future
Chapter 13 - Design for Policy
Chapter 14 - Monitoring the Impact of Science and Evidence on Policy
Chapter 15 - Communicating Science in a Policy Context to a Broader Audience

〇Section IV: Science for Policy 2.0 in Specific Areas
Chapter 16 - Knowledge-Based Crisis and Emergency Management
Chapter 17 - Behavioural Insights for EU Policymaking
Chapter 18 - The Use of Quantitative Methods in the Policy Cycle
Chapter 19 - Place-Based Solutions to Territorial Challenges: How Policy and 
Research Can Support Successful Ecosystems

https://www.sciencedirect.com/book/9780128225967/science-for-policy-handbook
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https://knowledge4policy.ec.europa.eu/visualisation/competence-
framework-innovative-policymaking_en

Competence framework for 'innovative policymaking'
（行政官向け）

政策サイクルの各
ステップでの活動
には特定のスキル
と知識が必要だが、
新しい政策立案能
力フレームワーク
では、政策サイク
ル全体および政策
立案のあらゆる段
階で、革新的な政
策立案に必要な一
連の7つの分野横
断的な能力分野が
特定されている。

中央の+をクリック
すると、すべてのク
ラスターのすべての
コンピテンスが表示
される。または、各
クラスターを個別に
選択して、含まれて
いる能力を表示する
こともできる。最後
に、36の個々の能
力の1つを選択する
と、基礎から専門家
レベルまでこの能力
を習得するために必
要な態度、スキル、
および知識の観点か
ら、能力の詳細な説
明が提供される。

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.
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https://knowledge4policy.ec.europa.eu/visualisation/competence-
framework-innovative-policymaking_en

Competence framework for 'innovative policymaking'
（行政官向け）

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.
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https://knowledge4policy.ec.europa.eu/visualisation/competence-
framework-innovative-policymaking_en

Competence framework for 'innovative policymaking'
（行政官向け）

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.
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Competence Framework ‘Science for Policy’ for researchers
（研究者向け）

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/visualisation/competence-
framework-%E2%80%98science-policy%E2%80%99-researchers_en

政策に影響を与え
るには、科学者の
正式な大学教育や
博士課程ではめっ
たにカバーされな
い一連の
「Science4Policy
」能力が必要。こ
れらの
「Science4Policy
」能力は、より良
い政策のために科
学的知識の影響力
を高めるために不
可欠。

フレームワークは、
基礎から専門家レベ
ルまでの 4 レベルの
進行モデルに沿って
能力を開発。
27 の個々の能力の 1 
つを選択すると、基
礎から専門家レベル
までこの能力を習得
するために必要な態
度、スキル、および
知識の観点から、能
力の詳細な説明が提
供される。
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Competence Framework ‘Science for Policy’ for researchers
（研究者向け）

https://knowledge4policy.ec.europa.eu/visualisation/competence-
framework-%E2%80%98science-policy%E2%80%99-researchers_en
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https://smart-for-policy.ec.europa.eu/

Smart4Policy Self-
reflection tool

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.

https://smart-for-policy.ec.europa.eu/


37

EUにおけるシンクタンク機能
（２）European Paliamentary
Research Service (EPRS)

EPRSのウェブページ：https://epthinktank.eu/

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.
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（参考）欧州議会

• 現在705議席（EU条約で認められている最大数751議席）※英国のEU離脱による

• 現在の任期（2019年7月～2024年6月）※直接選挙は5年ごとに実施

• 2024年の欧州選挙では、合計720人の欧州議会議員が選出予定

• 欧州議会は、立法案や予算案、自主提案報告書やその他の決議案を本会議で採決し、その立場
を採択する。欧州議会の20の常任委員会は、EU法の草案を詳細に検討し、重要な問題につい
ては公聴会を開催するなど、地ならしを行っている。EUの立法プロセスの過程で、欧州議会の
各委員会の代表は、通常立法手続きまたは「共同決定」の下、「三者会合」として知られる三
者交渉において、理事会および欧州委員会のカウンターパートと頻繁に会合を持つ。

• 国会は常任委員会のほかに、特別委員会や調査委員会を設置することができる。第9期には、
がんの克服、人工知能、COVID-19パンデミックからの教訓、外国からの干渉と偽情報に関す
る2つの連続委員会の計5つの特別委員会と、輸送中の動物の保護、ペガサスやその他の監視ソ
フトウェアの使用に関する2つの調査委員会が設置された。

• STI関連の委員会としては、Industry, Research and Energy (ITRE)には78名の議員がい
る。その他、Environment, Public Health and Food Safety (ENVI)に88名、Culture 
and Education (CULT)に31名の議員がいる。

• アレッサンドロ・キオケッティ事務総長が率いる欧州議会の常任事務局には、2023年12月現
在、合計7,317人の職員がおり、その38.9％が事務局員、34.3％が補佐官、26.3％が契約代
理人であった。事務局に加え、さらに2,084人の職員が公認議員秘書（APA）として議員のた
めに直接働き、1,122人が政治団体の事務局で働いていた。したがって、合計で10,523人がさ
まざまな立場で705人の欧州議会議員を支援していることになる。

38Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.

（出典）European Parliamentary Research Service: European Parliament: Facts and figures, April 2024
https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_BRI(2024)760403
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EPRS（European Paliamentary Research Service)

• 2013年11月に創設。スタッフは約300名。予算総額は約920万ユーロ（2021年）

• EPRSのミッションは、欧州議会の議員、および必要に応じて議会の委員会に対し、独立
した客観的かつ権威ある分析、および欧州連合（EU）に関する政策課題に関する調査を
提供し、議員活動を支援することである。

• EPRSは、あらゆる政策分野における専門的な内部知識と知識源に裏打ちされた包括的な
製品とサービスを提供することで、知識を通じて議員と委員会に力を与え、議会の機関
としての有効性と影響力に貢献している。EPRSはまた、広く一般市民に対する議会の働
きかけを支援・促進している。

• 組織構成：4つの総局（DG）と3つの水平ユニット（戦略・イノベーションユニット、出
版物管理・編集ユニット、レベルリンクユニット）で構成

〇4つの総局（DG）

➢ A局：メンバーズ研究サービス部門

➢ B局：インパクトアセスメント及び欧州付加価値部門（事前インパクトアセスメン
トユニット、欧州付加価値ユニット、事後評価ユニット、欧州理事会監督ユニット、
科学的フォーサイトユニット（STOA）より構成）

➢ C局：図書館部門

➢ D局：リソース部門

39

（出典）European Parliamentary Research Service: The work of EPRS: 2019 to 2021 - Work of the Members' Research 
Service, 2022
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EPRS（European Paliamentary Research Service)

主な成果物は以下の４タイプに分けられる。

• At-a-glance（1ページに凝縮。キーワード等にリンクをつけて関連文書を閲覧可能）

• Briefings（ポンチ絵を含めて4ページ程度にまとめている）

• In-depth analyses（Ten issues to watch in 2024などの分析レポート）

• Studies（Future Shocks 2023、EU-Ukraine 2035などの調査レポート）

40
（出典）EPRSのウェブページ：https://epthinktank.eu/
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EPRS：Future Shocks 2023

41

欧州議会は、コロナウイルス危機の際にフュー
チャーショックの監視を開始し、ロシアのウクラ
イナに対する前例のない戦争の際にも監視を続け
てきた。毎年発行される「フューチャー・ショッ
ク」シリーズは、特定のリスクと、複数の課題に
直面したEUシステムの能力と回復力に焦点を当て
ながら、世界的なリスクを検証するものである。
幅広い情報源からのリスク文献に基づき、これら
のリスクに関する最新かつ客観的で権威ある情報
を提供することを目的としている。将来の衝撃」
には、EUが主要な権限を有する分野が含まれるが、
これに限定されるものではなく、EUが協調して行
動することの利点や、大きな衝撃に対処するため
の新しく効果的な解決策を見出すEUの機関や加盟
国の能力を明らかにするものである。この年次シ
リーズ第2弾となる2023年版では、今後10年間に
起こりうる地政学、気候変動、健康、経済、民主
主義に関連する15のリスクと、既存のガバナンス
能力およびEU内の能力強化の可能性に対処するた
めの10の政策対応について取り上げている。提示
された選択肢の中には、欧州議会の決議、他のEU
機関の見解、シンクタンクや利害関係者の政策文
書に過去に盛り込まれたものが含まれている。

https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_STU(2023)751428
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＜今後数年間における欧州の15の主要リスク＞

1. ロシアによる欧州の不安定化

2. 中国の強引な外交政策と台湾統一の野望

3. インターネットの崩壊

4. EU国境における非正規移民の手段化

5. 異常気象： 干ばつと水不足

6. 生物多様性の喪失または崩壊

7. 抗菌薬耐性感染症の増加

8. 欧州におけるエネルギー供給の安全保障

9. 欧州の政府債務の増大

10. 中国の成長パフォーマンスに対する挑戦の高まり

11. 重大な原材料供給ショック

12. 金融技術セクターに起因する不安定性

13. 民主的情報圏に対する戦略的・体系的脅威

14. 民主主義国家における社会的不安定性の加速装置としての経済危機

15. 欧州の若年層における精神的健康と社会的幸福の低下

42

（出典）European Parliamentary Research Service: Future Shocks 2023 - Anticipating and weathering the next storms, 
July 2023 https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_STU(2023)751428
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EPRS：Future Shocks 2023

＜EUの10の政策対応＞

1. 将来の欧州安全保障構造のための欧州防衛力の強化

2. 二極化する世界における新たなパートナーシップの構築

3. EUのインターネット・インフラの回復力と長期的調整の強化

4. 移民の道具化への対応

5. 欧州におけるエネルギー供給の確保

6. 自然資本の保護

7. 抗菌薬耐性感染症の管理

8. 欧州のグローバルな重要サプライチェーンのリスク軽減

9. 経済の回復とレジリエンスの実現

10. EUの民主的情報圏を守る
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（出典）European Parliamentary Research Service: Future Shocks 2023 - Anticipating and weathering the next storms, 
July 2023 https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_STU(2023)751428
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EPRS：Future Shocks 2023

リスクと対応の関連性

• 選ばれたリスクは高度にシステミックであり、その多くは因果関係を共有し、相互に悪化させる。こ
のため、対応する政策対応策を策定することは困難である。そのため、15個のリスクと10個の対応策
がすべて1対1で一致しているわけではないが、後者はリスクによって扱われるほとんどの要素をカ
バーしている。対応策の中には、ひとつの主要なリスク（抗菌剤耐性など）に明確に結びついている
ものもあれば、複数のリスク（水不足や生物多様性の喪失に対応するための自然資本の保護だけでな
く、エネルギー供給の途絶や若者の幸福の促進など）に対応する上で極めて重要なものもある。地政
学的な変化、移民、エネルギー安全保障、気候変動、サプライチェーンリスクに対応する「新たな
パートナーシップの育成」のように、単に複数のリスクに関連する対応もある。図1は、特定された関
連性の一部とその重要性（線の太さ）を視覚化したものである。

EUの展望

• 分野横断的、地理的横断的、さらには世界的な影響を伴う今後の課題、そしてpolycrisis（※）という
新たな現実を特徴とする世界において、EUはあらゆる種類のリスクを継続的に監視し、その回復力と
対応能力をさらに発展させなければならない。EUレベルの行動の付加価値を示す最近の例としては、
ウクライナが戦火に耐えることができるような連合を構築するための継続的な協力が挙げられる。こ
のような2つのガバナンス・レベルにまたがる協調は、将来のショックに立ち向かい、将来の嵐を乗り
切るための重要な貢献と考えることができる。
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（出典）European Parliamentary Research Service: Future Shocks 2023 - Anticipating and weathering the next storms, 
July 2023 https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_STU(2023)751428
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EPRS：Future Shocks 2023

European Parliamentary Research Service: Future Shocks 2023 - Anticipating and weathering the next storms, July 2023
https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_STU(2023)751428

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.

https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_STU(2023)751428


ESPAS：Global Trends to 2040

46

＜目次＞
序文
要旨
1. はじめに
2. トレンド

2.1 地政学的チェス盤：流動化する世界
2.2 経済成長への圧力の高まり
2.3 不均等な人口動態の影響
2.4 環境の非常事態
2.5 エネルギー転換
2.6 平等：複雑で多次元的な図式
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ESPAS：Global Trends to 2040

世界的なトレンドの分析：10の分野に焦点

①地政学の重要性

• 協力と統合から競争と摩擦への流れは続いており、それに伴って分断化が進んでいる。
ハイブリッド戦争、ナラティブの戦い、外国からの偽情報、情報操作と干渉、サイバー
スペース、宇宙空間での優位をめぐる戦いなどの分野で新たな脅威が生まれつつある。

②経済的課題

• 地政学的な分断と、ネット・ゼロ産業を含む気候ニュートラルへの移行は、経済成長へ
の新たな脅威につながっている。米国と中国の持続的な経済的・技術的対立と、新たな
地域ブロックの出現は、世界の貿易関係に影響を与えそうである。技術の進歩とより持
続可能な消費パターンが、ネット・ゼロ産業への移行の範囲とスピードを決定する。

③人口動態

• 欧州の人口は、アジア、北米、アフリカなど他の大陸と比べて相対的に減少する。出生
率の低下により、人口の絶対数も減少する。移民の流入は出生数の不足を補うことはで
きない。EUの高齢化は、労働市場と財政の持続可能性を圧迫する。中国の人口減少は、
「グローバリゼーションのエンジン」としての役割を縮小する可能性が高いため、世界
的な影響を及ぼすかもしれない。
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ESPAS：Global Trends to 2040

世界的なトレンドの分析：10の分野に焦点

④環境と気候の危機

• 気候変動は、生物多様性の損失などを含む環境悪化という大きなメガトレンドとともに
加速している。

• 気候変動は、生物多様性の損失などを含む環境悪化という大きなメガトレンドとともに
加速している。世界は、パリ協定で設定された1.5℃～2℃の目標をオーバーシュートす
る可能性が高く、気候の転換点のリスクが高まっている。EUは気候変動によって深刻な
影響を受けるだろうが、EU単独でこの緊急事態に取り組むことはできない。EUの気候戦
略は、国際的な背景を考慮し、どのようにその権限を最大限に活用できるかを考える必
要がある。

⑤エネルギー転換

• 世界のエネルギー消費量は増加し、化石燃料の使用量も増加している。自然エネルギー
による発電の割合が増加し、そのコストが低下しているにもかかわらず、である。グ
リーン・エネルギー転換のペースは、以下のような重大な障害によって妨げられる可能
性がある。エネルギー転換は、一部の国により多くの利益をもたらす可能性が高く、地
政学的競争や国内での社会的緊張の新たな舞台を開く可能性がある。
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ESPAS：Global Trends to 2040

世界的なトレンドの分析：10の分野に焦点

⑥平等の追求

• 不平等の重要性と複雑性が増している。経済的不平等だけでなく、教育、技術、医療、
インフラ、気候正義、世代間の公平性へのアクセスもますます重要になってきている。
女性、LGBTIQコミュニティ、障害者など、平等の傾向はグループによって異なる。欧州
では、個々の加盟国における不平等が拡大しているように見える。

• 社会的緊張は激化しており、今後も人々の生活に影響を与え続けるだろう。これは政治
的な分極化を助長し、民主主義を弱体化させかねない。

⑦技術の加速と融合

• 新技術の導入と普及が加速し、技術の収束が進んでいる。これは、技術に対する期待の
高まり（特にグリーン転換）、地政学的な技術競争の激化、規制や標準化をめぐる課題
などを背景に起きている。

⑧健康の管理

• COVID-19パンデミックの経済的影響は、十分な資源と設備を備えた保健セクター
（health sector）の必要性を浮き彫りにした。また、貧富の差が拡大する一方で、世界
的な相互関係の現実も浮き彫りになった。保健分野は、今後も科学技術イノベーション
の牽引役であり続けるだろう。新しい治療法や療法は大きな利益をもたらす可能性があ
る一方、抗菌剤耐性などの課題には細心の注意が必要である。
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ESPAS：Global Trends to 2040

世界的なトレンドの分析：10の分野に焦点

⑨住む場所と暮らし方の変化

• 人々はますます都市に住むようになり、気候変動の悪影響にさらされるようになってい
る。テクノロジーは私たちの働き方や学び方を変え、チャンスとリスクの両方をもたら
している。

• 一方では、新しい働き方やサービスの提供方法が生まれ、他方では、雇用が失われ、新
しいスキルの習得が急務となっている。気候変動も、デジタルとグリーンという2つの転
換も、EUの地域や経済部門に劇的で多様な影響を及ぼすだろう。

⑩民主主義への脅威

• 民主主義国家は、選挙、メディアや表現の自由、結社の自由、司法の独立を損なおうと
する取組など、その自由や生き方に対する持続的な攻撃を経験している。民主主義の後
退傾向は続いている。民主主義が機能する上で、テクノロジーが果たす役割は大きく
なっている。

• 参加型民主主義の広がりは、特定の問題に対する高いレベルの関与と相まって、好まし
い傾向である。
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ESPAS：Global Trends to 2040

戦略的選択（Strategic Choices）

• このような傾向とその相互作用は、EUが課題に立ち向かい、その先にあるチャンスを確
実につかむことができるよう、短期的に緊急の行動をとることを求めている。このよう
な背景から、次期EU指導部は、いくつかの領域にわたって戦略的選択を迫られることに
なる。

その中には以下のようなものが含まれる。

• EUは、不確実な地政学的情勢を効果的に操り、可能な場合にはパートナーと協力し、必
要な場合には自律的に行動できる、スマートなグローバルパワーとしての地位をどのよ
うに確立することができるのか？

• EUは、グリーンへの移行（green transition）が効果的であり、社会的・経済的に公平
な方法で達成されることをどのように保証できるか。どのようなトレードオフが必要な
のか？

• EUの政策立案者は、地政学的・技術的主権の強化と引き換えに、経済的リスクや摩擦を
どの程度まで受け入れるつもりなのか？

• EUの現在の経済モデルは目的に合っているのか、それとも長期的な持続可能性と幸福を
確保するために大幅な更新が必要なのか？
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ESPAS：Global Trends to 2040

戦略的選択（Strategic Choices）

• EUの規制の枠組みは、潜在的な弊害から保護しつつ、いかにしてイノベーションにイン
センティブを与え、経済的利益をもたらすことができるか？

• 社会の分断を防ぎ、来るべき移行への支援を強化するために、EUはどのようにすべての
市民の機会を強化することができるか？社会保護制度は、反民主主義的傾向を緩和する
ためにどの程度役立つか？

現在から2040年にかけて、ヨーロッパと世界は地政学的、経済的、技術的、社会的に大き
な変化を遂げるだろう。現在成長している世代は、私たちが想像することしかできないよう
な世界に生きることになる。しかし、長期的な目標を短・中期的な意思決定に組み込むこと
で、より良い状態の世界を次世代に残す可能性を高めることができる。先の課題を理解すれ
ばするほど、来るべき変化を予測し、それに備えることができる。楽観的な見方もできる。
EUは過去、困難が圧倒的と思われたときこそ、間違いなく前進してきた。

追い詰められたときこそ、EUは決意と創意工夫の蓄えを発揮することができる。次のEU指
導部は、今後数年間、こうした蓄えを深く活用する必要があるだろう。
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EUにおけるシンクタンク機能
（３） Science Advice for Policy 
by European Academies
（SAPEA）
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（参考）欧州委員会における科学的助言メカニズム（SAM）

• 欧州委員会の要請により、独立した科学的根拠と政策提言を欧州諸機関に提供。

• 科学的助言メカニズムは3つの部分から構成されている。

➢ 主席科学アドバイザーグループ（7人の著名な科学者で構成され、政策提言を行う役
割を担う）

➢ SAM事務局、欧州委員会内のユニット

➢ SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）：欧州アカデミー
ネットワークのコンソーシアムで、エビデンスのレビューと統合を行う。
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図：科学的助言メカニズム（SAM）の一般的な仕組み
（出典）CRDS：研究開発の俯瞰報告書 科学技術・イノベーション政策の国際動向（2023年）



SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）

• 支援形態：Horizon Europe（Civil Security for Society ）

• 実施期間：2022年3月～2024年12月

• 予算額：約371万ユーロ

• 参加機関：DEUTSCHE AKADEMIE DER TECHNIKWISSENSCHAFTEN EV（ドイツ）、
ALL EUROPEAN ACADEMIES (ALLEA)、CONSEIL EUROPEEN DES APPLICATIONS 
DE LA SCIENCE ET DE L'INGENIERIE (EURO-CASE)など5機関が参加。その他、予算
なしのパートナーとしてACADEMIA EUROPAEA (THE ACADEMY OF EUROPE)、
CARDIFF UNIVERSITY（英国）も参加。

【目的】

• 「欧州アカデミーによる政策のための科学的助言」プロジェクト（SAPEA）は、欧州委
員会の科学的助言メカニズムの一部である。

• 欧州委員会の要請を受け、SAPEAは、完全かつ独立したエビデンスの分析と統合によっ
て開発された最高の科学的質を確保しつつ、主席科学アドバイザーグループ（GCSA）に
よる科学的助言の作成に情報を提供するため、タイムリーかつ透明性の高い方法で、的
を絞った科学的エビデンスを提供している。

（つづく）
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https://cordis.europa.eu/project/id/101070776
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SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）

【目的】 ※つづき

• SAPEAは5つの欧州アカデミーネットワークから構成されている。
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（出典）SAPEA - Academies and Networks
https://scientificadvice.eu/about-us/sapea/academies-and-networks/

アカデミー名 構成など

Academia 
Europaea

アカデミーの役割を果たすヨーロッパの非政府組織。1988年に設立され、現
在、物理科学・技術、生物科学・医学、数学、文学・人文科学、社会科学・
認知科学、経済学、法学の第一人者を含む約4500人の会員を擁する。

ALLEA ヨーロッパ科学・人文科学アカデミー連盟であり、ヨーロッパ40カ国以上の
50以上のアカデミーを代表している。1994年の設立以来、ALLEAは加盟ア
カデミーをヨーロッパの舞台で代表し、世界的な公共財としての科学を促進
することを目指している。

Euro-CASE（欧州
応用科学・技術・工
学アカデミー評議
会）

イノベーション、エネルギー、バイオエコノミー政策に特に重点を置く欧州
の23のアカデミーを集めたもので、ビジネス部門からの専門知識にもアクセ
スできるユニークな組織。

FEAM（欧州医学ア
カデミー連合）

22の国立医学アカデミーと国立科学アカデミーの医学部門が加盟している。

YASAS SAPEAの戦略を発展させ、監視し、支援することで、若手・中堅研究者の参
加を向上させ、ヨーロッパ全土にまたがるこれらの研究者の戦略的ネット
ワークを構築している。YASASには14のアカデミーが加盟しており、その数
は増え続けている。
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SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）

【目的】 ※つづき

• SAPEAは、欧州40カ国以上の約110のアカデミーのネットワークを動員し、それぞれが
数百人のフェローを擁することで、参加者の拡大に貢献している。SAPEAは、欧州の科
学アカデミー間の連携を強化し、その活動への積極的な参加を確保することを目指して
いる。

• SAPEAは、科学専門家からなる学際的なワーキンググループを組織している。作業部会
は、エビデンスレビュー報告書やその他の科学的インプットを作成し、主席科学アドバ
イザーに提出する。このプロセスは、体系的文献レビューによって支えられている。

• SAPEAは、国や性別の多様性、関連するすべての科学分野のカバー、プロセスにおける
学際性を含む広範な地理的範囲を確保すること、また、アカデミーフェローではない専
門家や初期・中期の研究者を参加させるオープンで包括的なアプローチを目指す。専門
家は自発的に貢献する。

• SAPEAは、プロジェクトの成果と主席科学アドバイザーグループの活動を伝え、科学界、
政策立案者、利害関係者、そして広く一般市民を巻き込みながら、一連のイベント、
ソーシャルメディア、さらなるD&E&C活動を通じて、主要な社会的課題に関する包括的
対話を組織している。

• これらの活動は、政策に対する科学的助言の重要性に対する認識を高め、EUの政策決定
プロセスの透明性を向上させることに貢献している。
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SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）

【第1期の定期報告（2022年5月～2023年10月）】

• SAPEAは、科学専門家からなる学際的なワーキンググループを組織し、エビデンスレ
ビュー報告書を作成している。専門家は自発的に貢献している。このプロセスは、体系
的文献レビューによって支えられている。

• SAPEAは、2022年5月以降、欧州委員会の要請を受け、2つのエビデンス・レビュー・
レポートを発表している。

1.『EUにおける戦略的危機管理（Strategic crisis management in the EU）』
は、「広範かつ学際的な理解に基づき、EUはどのように戦略的危機管理を改善でき
るか」という質問に対する回答である。この報告書は2022年11月、主席科学アド
バイザーグループの科学的意見とともに発表された。

2.『持続可能な食品消費（Sustainable food consumption）』は、「消費者が持
続可能で健康的な食生活を［採用］することを妨げている障壁を克服し、食品環境
の持続可能性に向けた必要な変化を促進するために、2020年Farm-to-Fork戦略で
言及されたものに加えて、EUレベルでどのような手段を用いることができるか」と
いう質問に対する回答。当グループの助言は、消費者が健康的で持続可能な選択を
することを妨げている要素を特定する分析に基づくべきである」。この報告書は、
主席科学アドバイザーグループの科学的意見とともに、2023年6月に発表された。

⚫ SAPEAの報告書はすべて、オープンアクセス、オープンサイエンスの原則のもと自由に
入手可能であり、その内容は広く伝えられている。
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（出典）SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）- Project description
https://cordis.europa.eu/project/id/101070776
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SAPEA（Science Advice for Policy by European Academies）

【第1期の定期報告（2022年5月～2023年10月）】

• その後、SAPEAは以下の科学的テーマに取り組んでいる。

1.『EUにおける科学分野におけるAIのタイムリーな導入の成功（Successful and 
timely Uptake of AI in Science in the EU）』：「欧州委員会は、EUのイノ
ベーションと繁栄を促進し、科学におけるEUの地位を強化し、最終的に欧州の社会
的課題の解決に貢献するために、科学におけるAIの責任ある利用（欧州の価値観を
尊重し、質の高いAIへのアクセスを提供することを含む）をどのように加速できる
のか」。報告書は2024年春に発表。

2.『太陽放射修正（Solar Radiation Modification）』：「太陽放射修正に関する
研究およびその潜在的展開に伴うリスクと機会にどのように対処するか？さまざま
なSRM技術とその規模を考慮した、研究と潜在的な展開のためのガバナンスシステ
ムの選択肢は何か」。報告書は2024年秋に発表される予定。

3.『EUにおけるOne Healthのためのセクター横断的なエビデンスに基づくガバナン
ス（Cross Sectoral Evidence-Based Governance for One Health in the 
EU）』a）One Healthの適用に成功したガバナンスモデルとは？ b）どのような学
際的な取り決めが効果的であることが証明されているか、またOne Healthに向けた
進捗を測定するためにどのような基準が提案されているか？ c）環境、都市計画、
気候変動への適応と緩和のOne Health統合に成功した好例とは？報告書は2024年
秋に発表される予定。
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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～欧州委員会からのScoping paper～
＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）への
リクエスト＞

欧州委員会は、EUのイノベーションと繁栄を促進
し、科学におけるEUの地位を強化し、最終的に欧
州の社会的課題の解決に貢献するために、科学に
おけるAlの責任ある利用（欧州の価値観を尊重し、
高品質のAlへのアクセスを提供することを含む）
をどのように加速することができるか？

当グループの助言は、EUおよび国家レベルにおい
て、領域横断的な科学分野でのAlの広範な利用に
対して現在存在する障壁の徹底的な評価、把握す
べき潜在的な機会、予測・軽減すべきリスクの評
価に基づくべきである。
（つづく）
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～欧州委員会からのScoping paper～

＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）へのリクエスト＞

• このトピックの広範な範囲とその広範囲に及ぶ結果を念頭に置き、GCSAの政策提言に情
報を提供するため、我々はSAMに対し、科学におけるAlに関連する4つの主要分野にお
ける証拠を収集するよう要請する： 1/ビジョンとフォーサイト、2/科学的プロセス、
3/人材、4/政策設計。

• さらに、エビデンスレビューの段階には、2つの "深堀り "を含めるべきである。1つは、
異なる科学分野におけるAlの破壊的可能性について、もう1つは、日常の科学的実践と
ワークフローにおけるAlの影響についてである。

• グループは、2024年第1四半期中に科学的意見をまとめ、発表することが求められてい
る。科学的生産性と欧州のイノベーションエコシステムに対するAlの利点に特化した中間
成果物は、できるだけ早く、遅くとも2023年末までに発表されることが期待される。

• 以下では、これらの主要分野（Key area）とディープダイブ（Deep dive）のそれぞれ
について、指針となる質問を示す。
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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【テーマ】EUにおける科学分野におけるAIのタイムリーな導入の成功

～欧州委員会からのScoping paper～

＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）へのリクエスト＞

主要分野1：ビジョンとフォーサイト

Alは科学的生産性にどのような推進力を与えることができるか、また、Alを利用した研究は、
欧州のイノベーションエコシステムと社会全体にどのような利益、インセンティブ、課題を
もたらすか？

• GCSAの助言は、EUにおける科学におけるAlの利用の効果、Alが欧州の科学の生産性、質、
アクセシビリティ、EUの戦略的優先事項（気候中立性、戦略的自律性、デジタル化、安
全保障、健康、社会的公正など）に及ぼすと予想される影響に関する証拠に基づくべき
である。

（主要分野２へつづく）
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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【テーマ】EUにおける科学分野におけるAIのタイムリーな導入の成功

～欧州委員会からのScoping paper～

＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）へのリクエスト＞

主要分野2：科学的プロセス

AIが科学的プロセスに与える影響、科学とそのガバナンスを再構築する可能性とは？

• GCSAの助言は、AlのツールやAlを使用するプロセスを、日常的な科学的実践やワークフ
ローにどのように統合するのが最善であるかについてのエビデンスや、領域（仮説生成、
実験デザイン、モニタリングとシミュレーション、科学的発表）、新たな研究課題や機
会を特定し、新たな科学分野を開発し、科学におけるネットワーキング、コミュニティ
形成、コラボレーション（人間とAlのコラボレーションや集合知の使用を含む）を改善す
るAlの潜在的可能性についてのエビデンスに基づくべきである。

• GCSAはまた、Al技術の潜在的なギャップや、科学的プロセスにおいて信頼できるAlツー
ルについても検討すべきである。グループは、科学的プロセスにおいてAlを適用する際に
起こりうるリスクと、実践可能な具体的なワークフローやチェックを考慮に入れるべき
である。

（つづく）
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
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【テーマ】EUにおける科学分野におけるAIのタイムリーな導入の成功

～欧州委員会からのScoping paper～

＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）へのリクエスト＞

主要分野3：人材

EUは、今日および将来の科学者・研究者の教育やキャリアに及ぼすAlの影響や要件にどの
ように備えるのが最善か。また、この文脈において、教育政策はどのようなスキルやコンピ
テンシーを優先させるべきか？

• GCSAの助言は、研究者（教育や専門能力開発のあらゆる段階において）および組織が、
科学におけるAlの利用（およびITやコンピューティング、統計、データ分析などの関連
スキル）について十分な知識を持ち、インフラ、データ、コンピューティング能力、Alの
ツールや技術への手頃なアクセスを確保する方法を評価することによってなされるべき
である。

• また、どのような科学的職務がAlベースの技術にアウトソーシングされるリスクが高いか、
Al（研究者の仕事の一部を引き継ぐ）が科学的労働力と研究者のキャリアに与える影響に
ついても検討する必要がある。

（つづく）
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
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【テーマ】EUにおける科学分野におけるAIのタイムリーな導入の成功

～欧州委員会からのScoping paper～

＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）へのリクエスト＞

主要分野4：政策設計

欧州委員会は、（政策イニシアチブ、規制、コミュニケーション、アウトリーチを通じて）
EU全域の科学・研究コミュニティによる責任あるタイムリーなAlの導入をどのように促進
すべきか？

• GCSAの助言は、現在の規制状況の評価に基づいてなされるべきであり、科学におけるAl
の利用を促進するために欧州委員会および他のEU機関が果たすべき役割、科学コミュニ
ティにおけるAlの利用を促進／伝達するための潜在的なニーズと方法、および、EUがAl
を利用した研究における才能の争奪戦に負けないようにする一方で、大手テクノロジー
企業と公的／小規模／独立の研究機関との間の公平な競争条件を確保するための方策に
ついての指針を示すべきである。

• また、コストと便益（エネルギー消費と持続可能性、Alを支えるデータの相互運用性、可
用性、信頼性、研究における多様性と包括性（文化や言語の偏りなど）に関する問題を
含む）のバランスを考慮する必要もある。

（つづく）
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
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～欧州委員会からのScoping paper～

＜主席科学アドバイザーグループ（GCSA）へのリクエスト＞

ディープダイブ1：AIの破壊的可能性

Alを活用した研究が最もポジティブな影響を及ぼしている（あるいは近い将来に及ぼしてい
る可能性がある）科学領域はどこか、また、大きなブレークスルーが期待される領域はどこ
か。逆に、他国と比較して、AIがまだ十分に発展していない研究開発分野はどこか？

• エビデンスレビューでは、どの科学領域がAlを取り入れる準備が整っており、逆にAl の
利用がまだ十分に進んでいないのか、Alがすべての科学領域で広く利用され、潜在的な技
術的問題を克服するためには、どのような障壁があるのか、地政学的な分断が Alを利用
した研究に与える影響（多様で質の高い科学デー タや専門知識へのアクセスなど）はど
のようなものかを検討する必要がある。

ディープダイブ2：Alが科学的実践に与える影響

Alが、日常の科学的実践やワークフロー（仮説の創出、実験デザイン、モニタリングとシ
ミュレーション、研究結果の科学的公表、知的財産権など）に与える影響（プラスとマイナ
ス）は何か？
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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～SAPEAによる政策ランドスケープ文書～
当文書では、AIに関するEUの長年にわたるアプロー
チを理解するために関連する法律や準備文書を概観し
ている。特に、立法主導権を持つ唯一の機関である欧
州委員会が作成した準備文書に焦点を当てた。第1部
では、2017年のデジタル単一市場戦略からEU AI法
に至るまで、AIに関するEUの政策に関連する文書を
分析するとともに、AIの法的責任、ウェブ4.0、セ
キュリティに関する最新の動向も紹介している。第2
部では、AIに関する研究とイノベーションに関連す
る文書に焦点を当て、特に、欧州研究圏（European 
Research Area）内のインフラ共有と調整、民間部
門のイノベーションの促進、セキュリティと知的財産
に関する懸念への対応、欧州委員会内のAIオフィス
の設置に関する動向を取り上げている。第3部では、
汎欧州的な人材プールの開発、質の高い包括的なデジ
タル教育・訓練、大学戦略などを支援するための最近
の欧州の取り組みや文書を要約している。最後に、
データガバナンス、デジタルサービスガバナンス、持
続可能なデジタルインフラの開発など、AIに関連す
るその他の法律や政策手段を取り上げている。

https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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～SAPEAによるフォーサイトに関するワーク
ショップ報告～
2023年7月、主席科学アドバイザーグループ
（GCSA）に対し、EUにおける人工知能の科学分野
へのタイムリーな導入の成功に関する助言を行うよう
要請した。スコーピング・ペーパーの主要分野1であ
るビジョンとフォーサイトについては、2023年末ま
でに取り組むよう要請された。
この主要分野に取り組むため、科学的助言メカニズム
はフォーサイトワークショップを開催した。このワー
クショップには、27人の科学者、専門家、技術者、
革新的な思想家からなる学際的なグループが集まり、
主な質問に対する答えとして、2035年にAIを活用し
た科学の未来がどのようなものになり得るかを探った。
AIは科学の生産性やイノベーションにどのような推
進力を与えることができるのか、また、AIを活用し
た研究は、欧州のイノベーションエコシステムや社会
全体にどのようなメリット、インセンティブ、課題を
もたらすのか？
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（出典） European Commission: Successful and timely uptake of artificial intelligence in science in the EU, 2024
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～SAPEAによるエビデンスレビュー報告～
2023年7月の欧州委員会からの要請に取り組むため、
SAPEAは、欧州のアカデミーとそれぞれのネット
ワークから推薦・選出されたこの分野の第一人者から
なる、独立した国際的かつ学際的なワーキンググルー
プを結成した。2023年10月から2024年1月にかけて、
作業部会はこの問題に関する最新のエビデンスをレ
ビューし、SAPEAエビデンスレビュー報告書を作成
した。この報告書は、要請された政策提言を含む、主
席科学アドバイザーグループの科学的意見
（Scientific Opinion）に反映される。
＜目次＞
要旨
第1章 はじめに
第2章. AI研究とイノベーションの展望
第3章. 科学におけるAIの可能性とメリット
第4章. 科学におけるAIの課題とリスク
第5章. 科学者・研究者の職場環境、キャリア、スキ
ル、教育への影響
第6章. エビデンスに基づく政策オプション
参考文献
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～主席科学アドバイザーグループの科学的意見～
＜提言の概要＞
⚫ 包括的提言 1：研究におけるAIの利用を支援し強化

するために、AIの速いペースとダイナミックな進歩
に合わせて進化する、AIを利用した研究のための柔
軟な専用資金メカニズムを含む枠組みを開発し、展
開する。

⚫ 提言2：AIシステム（データ、コンピューティング、
コードなど）の品質基準を改善し、AI研究に携わる
すべての研究者に公正なアクセスを提供する。

⚫ 提言3：既存の研究インフラ、（計算能力プロバイ
ダーとしての）ユーロHPC、および将来のAI研究所
（EDIRAS）を保護し、効率的な協調行動に投資す
る。

⚫ 提言4：AIが、開かれた社会に生きる人々（個人と
コミュニティ）によって推進されるようにする。研
究者、個人、地域社会が、AIによって、EUの中核的
価値観や原則を無視したり、それに反したりしなが
ら、利益を生み出すことだけを目指したり、事業体
に支配されたりすることのないよう保護する。

https://scientificadvice.eu/advice/artificial-intelligence-in-science/
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欧州研究圏・イノベーション委員会

ERACのウェブページ：
https://www.consilium.europa.eu/en/council-
eu/preparatory-bodies/european-research-area-and-
innovation-committee-erac/

https://www.consilium.europa.eu/en/council-eu/preparatory-bodies/european-research-area-and-innovation-committee-erac/


欧州研究圏・イノベーション委員会 (ERAC)

【ERACの概要】

• ERACは、欧州研究圏(ERA)内の研究・イノベーション (R&I) に関連するトピックに関
するEUの戦略政策諮問委員会。

• 欧州研究圏(ERA)は、世界に開かれた統一研究圏であり、「研究者」「科学的知識」「テ
クノロジー」の自由な流通を可能にする。

• ERACのメンバーはEU加盟国と欧州委員会の代表者。EUの研究およびイノベーション プ
ログラムに関連する非EU諸国は、オブザーバーとして参加できる。

• ERACの主な使命は、ERAの優先分野について理事会 (特に競争力理事会)、欧州委員会、
および EU加盟国に助言すること。

➢ 優先事項 1: より効果的な国家研究システム

➢ 優先事項 2a: 最適な国境を越えた協力と競争

➢ 優先事項 2b: 研究インフラ

➢ 優先事項 3: 研究者のための労働市場の開放

➢ 優先順位 4: 研究におけるジェンダー平等とジェンダー主流化

➢ 優先順位 5: 科学知識の最適な循環、アクセス、伝達

➢ 優先事項 6: 国際協力
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欧州研究圏・イノベーション委員会 (ERAC)

• ERACは年に4回、本会議を開催する。この委員会は欧州委員会とEU加盟国から選出された代
表者が共同議長を務める。理事会は事務局を提供。

• ERACと協力して、6つのサブグループが他の特定のERA優先事項の推進とモニタリングを担当。

①共同プログラミングに関するハイレベルグループ (GPC)：気候変動やエネルギー供給、
食料供給、大病（big diseases）のような主要な社会課題に対処

②国際科学技術協力戦略フォーラム（SFIC）：ERAの国際的側面の開発、実施、モニタリ
ングを促進。EU域外の国や地域と連携または共同で取り組む分野を特定することを目的
としている。

③オープンサイエンスとイノベーションに関する常設ワーキンググループ (SWG OSI)：
オープンサイエンスとオープンイノベーションに関連する政策とイニシアチブについてア
ドバイスする。

④人材とモビリティに関する常設作業部会 (SWG HRM)：研究者の国境を越えた流動性と
キャリアの可能性を促進。研究者が国境を越えた移動や協力に関して直面する就業規則や
資金調達の手順、研究インフラへのアクセスのような具体的な障害に対処。

⑤研究・イノベーションにおけるジェンダーに関する常設作業部会 (SWG GRI)：男女平等
に関連したR&Iの政策課題への支援を提供し、知識と優れた実践を交換。データと指標の
定期的な収集を容易にする。

⑥研究インフラに関する欧州戦略フォーラム (ESFRI)：ヨーロッパの研究インフラに関す
る政策決定を支援。

73

（出典）European Research Area and Innovation Committee (ERAC)
https://www.consilium.europa.eu/en/council-eu/preparatory-bodies/european-research-area-and-innovation-
committee-erac/

Copyright Ⓒ 2024 SciREX Center All Rights Reserved.

https://www.consilium.europa.eu/en/council-eu/preparatory-bodies/european-research-area-and-innovation-committee-erac/

